別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：医務費　目：医療整備対策費
	事業名: 救急後方ベッド確保対策費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　医療整備担当　電話番号：058-272-1111（内2535）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：301千円（前年度予算額：296千円）

	事業内容


	１　事業の内容


病院群輪番制（休日又は夜間の入院治療を必要とする救急患者の医療を確保するため、比較的大規模な病院が医療圏、もしくは広域市町村圏内において、当番日を定め、病床・医療従事者確保を行う）を実施していない地域においても、休日又は夜間における転送患者用ベッドを確保し、入院治療を必要とする患者の受け入れ体制を整える必要があり、多額の経費を要するが、市町が当該医療機関に対し確保経費を補助する事業に対して県が補助することで、病院群輪番制未実施地域の二次救急医療体制を確保する。
	２　所要経費


補助事業者　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助金額

各務原市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　119
山県市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  58
  羽島市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63
　岐南町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
２ 地域医療の体制と医師・看護職員を確保する
・救急・災害・へき地・周産期・小児などの医療連携体制を強化する
	２　これまでの取組状況


昭和５０年代より、休日、夜間の二次救急医療体制を確保のため、全国的に病院群輪番制（比較的大規模な病院が当番日を定めて、病床を確保する）が実施されており、県内でも８地区で実施されているが、実施していない地域の後方病院に空床を確保して、　二次救急医療体制を確保している。

	３　これまでの取組に対する評価


　本事業は、昭和５２年度から実施しているが、重症患者の受入れ体制を確保するために要する経費に補助を行うことで、当該地域における二次救急医療体制の確保を促進している。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	296
	
	
	
	
	
	
	
	296

	要求額
	301
	
	
	
	
	
	
	
	301

	決定額
	301
	
	
	
	
	
	
	
	301


